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Ⅰ．は じ め に

特発性心室細動（IVF）は，心臓に明らかな器質的

異常を認めないとされる患者に生じる心室細動（VF）

である．下壁誘導および左側胸部誘導のQRS終末部

に顕著なノッチ（J 波）を認める IVF 患者は，

Prominent J波症候群と呼ばれる．一方，Brugada

シロスタゾールとベプリジルの併用が有用であった
特発性心室細動の2例
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【症例1】38歳男性．Prominent J波症候群．深夜に失神し，救急隊が心室細動

（VF）を確認した後，電気的除細動に成功．植込み型除細動器（ICD）植込みを行った．

J波はプロプラノロール，ベラパミルで増高し，イソプロテレノール，ジソピラミド，

心房ペーシングで減高した．VF発作によりICDが頻回作動した．VFはシロスタゾー

ル300 mg/日で抑制されたが，患者は洞性頻脈による強い動悸を自覚した．ベプリ

ジル150 mg/日を併用したところ心拍数が低下し動悸は消失した．【症例2】35歳男

性．Brugada症候群．深夜に失神し，救急隊がVFを確認した後電気的除細動に成功．

ICDを植込んだが，VFが頻回に生じるようになった．シロスタゾール200 mg/日を

投与したところVFは抑制されたが洞性頻脈による動悸を訴えた．ベプリジル

100 mg/日を併用したところ心拍数が低下し動悸は消失した．特発性心室細動患者

のVF発作に対し，シロスタゾールが有用な症例は少なからず存在すると考えられる．

シロスタゾールのVF抑制機序として，内向きCa電流（ICa）増加と一過性外向き電流

（Ito）抑制が推測される．シロスタゾール200～300 mg/日の投与では洞性頻脈によ

る動悸を自覚する場合が多く，その場合，心拍数低下作用のある薬剤としてICa抑制

作用を伴うもののIto抑制効果を有するベプリジルの併用が有用と考えられた．
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症　例 Brugada症候群の ICD植込み症例あるいは拒否症例における
心室細動に対する薬物療法について



症候群は右側胸部誘導でのcoved型ST上昇が特徴

的である．今回，植込み型除細動器（ICD）植込み後

にVFを頻回に生じたProminent J波症候群の38歳

男性例1），およびBrugada症候群の35歳男性例に対

して，ともにシロスタゾールとベプリジルを併用し

た．その結果，両薬剤の併用がVFを生じるIVF症

例に対する有効な薬物治療法と考えられたので報告

する．

Ⅱ．症　　　例

【症例1】38歳男性．平成17年7月，深夜に意識消

失し，救急隊がVFを確認した後，電気的除細動に

成功した．ただちに近医に搬送され緊急心臓カテー

テル検査が施行された．冠動脈に有意狭窄なく冠攣

縮誘発も陰性であった．入院後，モニター心電図で，

夕方から午前3時過ぎにかけ，J波の増高から心室性

期外収縮が頻発するようになり，VF発作が確認さ

れた（図1）．IVFと診断しICD植込みを行った．シ

ロスタゾール200 mg/日を投与したところVFは抑

制され退院したが，VF再発によりICDが数回作動

したため再入院した．入院後，シロスタゾールを中

止した．図2Aに同日午後10時に記録した12誘導心

電図を示す．この記録直後にVFが生じた（図2B）．

J波は，左側胸部誘導（V4～V6誘導）および下壁誘導

（Ⅱ，Ⅲ，aVF誘導）で認められ，夜間から早朝にか

けて増高し，日中は減高もしくは消失する日内変動

を示した．以上の所見よりProminent J波症候群と

診断した．点滴静注による薬理学的検討で，J波は

プロプラノロール，ベラパミルで増高し，イソプロ

テレノール，ジソピラミドで減高もしくは消失した．

心房ペーシングもJ波を減高させた．臨床電気生理

検査（EPS）では，右室心尖および右室流出路からの

心室プログラム刺激でVFは誘発されなかった．シ

ロスタゾールを再開し300 mg/日に増量したところ，

VFは完全に抑制された．しかし洞性頻脈によると

考えられる強い動悸を自覚するようになったため，

ベプリジル200 mg/日を追加したところ，心拍数が

低下し動悸は消失した．その後ベプリジルを

150 mg/日に減量した．以後VF発作をまったく生

じていない．

【症例2】35歳男性．平成15年，夜間に意識消失を

きたし，近医で心臓カテーテル検査を受けたが，冠

動脈に有意狭窄なく冠攣縮誘発検査も陰性であっ

た．平成17年5月深夜，再度意識消失した．5分後

に救急隊が到着，VFを確認し電気的除細動に成功

した．心電図は日内・日差変動が大きく，ときとし

てcoved型ST上昇が認められた（図3）．心電図所見

およびVFのドキュメントより，Brugada症候群と

診断しICDを植込んだ．退院後，1ヵ月間でVFによ
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図1 症例1のモニター心電図
夕方から深夜にかけてJ波が増高し，午前3時から心室期外

収縮が頻発するようになり（D），3時30分には心室細動（VF）

が生じた（E）． 〔文献1）より引用〕
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図2 症例1の12誘導心電図（A）と心室細動時のモニター心電図（B）
午後10時の記録．V4～V6誘導でJ波が顕著である．この記録の直後にVFを生じた（B）．

〔文献1）より引用改変〕
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図3 症例2の胸部誘導心電図の日差変動
Aでは明らかなST上昇を認めないが，Bではcoved型ST上昇が認められる．



るICD作動が3回認められた．再入院しEPSを行っ

たが，右室心尖および右室流出路からの心室プログ

ラム刺激でVFは誘発されなかった．シロスタゾー

ル200 mg/日を投与したところVFは抑制されたが，

洞性頻脈によると考えられる動悸を訴えた．そのた

め，ベプリジル100 mg/日を併用したところ心拍数

が低下し動悸は消失した．その後VFをまったく生

じていない．

Ⅲ．考　　　察

今回，ICD植込み後にVFを頻回に生じたIVF患

者2症例を経験した．ICDはIVF症例の突然死予防

に大きな効果を発揮するが，VF発作によるICD作

動はQOLを著しく損なう．IVF患者のVF発作に対

する薬物治療はいまだ確立されていない 2）．

Prominent J波症候群のJ波およびBrugada症候群の

右側胸部誘導におけるcoved型ST上昇には共通す

る電気生理学的成因があると考えられる．一過性外

向き電流（Ito）は活動電位第1相にノッチを生じる．

心外膜側ではItoが豊富でノッチが大きいが，心内膜

側ではItoが少なくノッチが小さい．この心外膜と心

内膜間のItoの差による電位勾配が，J波およびcoved

型ST上昇を形成すると考えられている3），4）．

われわれは，Tsuchiyaらの報告5）を参考に，IVF

患者に対してシロスタゾールを投与した．シロスタ

ゾールがBrugada症候群のVF抑制に有用である機

序として，心拍数増加によるItoの二次的な抑制，お

よびPDE阻害作用による細胞内cAMP増加を介し

たCa電流（ICa）増加が推測される5）．本報告の2症例

に対してもシロスタゾールがVF抑制に有効であっ

たが，洞性頻脈による動悸を強く自覚した．一方，

ベプリジルはL型Ca電流（ICa, L）を抑制するが6），弱

いNaチャネル抑制作用のほか，多くのKチャネル

抑制効果を有する．またベプリジルにはIto抑制作用

があり，臨床的にベプリジル単独投与がBrugada症

候群を含むIVF抑制に有効であったとの報告もされ

ている7）．さらにベプリジルには徐拍効果があり，

本報告の2症例では，シロスタゾールにベプリジル

を併用することによって，日中の心拍数は10～20/

分ほど減少し動悸は消失した．この併用開始後，

VFは両症例でまったく認められていない．

今回呈示した2症例のように，シロスタゾールが

有効であるIVF症例は少なからず存在すると推測さ

れる．いずれの症例も，200～300 mg/日の投与に

よって洞性頻脈にともなう動悸が生じたが，100～

150 mg/日のベプリジルを併用したところ，シロス

タゾールのVF抑制効果を損なうことなく心拍数が

減少した．ICD植込み後にVFを生じるIVF患者に

おいて，シロスタゾールとベプリジルの併用がVF

発作に対し有効である可能性が示唆された．
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